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滋 賀 労 働 局

令 和 ６ 年 １ 月 末 現 在

番
号

業　　種

（規模）

発生月

時間帯
事故の型

被災者の職種

年代

1
その他の金属製
品製造業
（77名）

1月

6時頃
転倒

作業員

40代

2
一般貨物自動車
運送業
（30名）

3月

4時頃

交通事故
（道路）

運転者

40代

3
産業廃棄物処理

業
（21名）

3月

14時頃

はさまれ
巻き込まれ

作業者
技能者
50代

4
非鉄金属鋳物業
（14名）

3月

8時頃

はさまれ
巻き込まれ

作業者

20代

5
電気通信工事業
（32名）

8月

3時頃
感電

電工

20代

6
その他の繊維工

業
（40名）

9月

11時頃

はさまれ
巻き込まれ

作業者
技能者
60代

7
その他の化学工

業
（19名）

10月

8時頃

有害物等と
の接触

作業者
技能者
40代

8
その他の建築工

事業
（2名）

11月

9時頃
墜落・転落

塗装工
40代

9
ビルメンテナンス

業
（147名）

11月

14時頃
墜落・転落

清掃員
70代

10
電気通信工事業
（19名）

12月

9時頃
墜落・転落

作業者
40代

ロール機を用いて製品と製品を繋ぐ導布を製造する作業中、被災者が乾燥設備上
部のロール部と導布との間に巻き込まれた状態で発見され、その後搬送先の病院
で死亡が確認されたもの。

タンク内部を洗浄する作業の準備をしていた被災者が、装着した送気マスクに繋が
るホースを誤って窒素が供給される配管に接続し、バルブを開いたことにより、窒
素（酸素欠乏空気）を吸い込んだもの。

事業場敷地内に通勤車両を駐車し、事務所に徒歩で向かう途中、前日からの降雪
で凍結した路面上で転倒した。その後、起き上がり、作業前には同僚と会話も交わ
していたが、作業場所で倒れた状態で発見され、その後外傷性くも膜下出血により
死亡が確認された。

焼却施設の月一回の定期メンテナンスの実施に当たり、再燃焼室における焼却灰
を搬送するコンベヤー上方に設置された点検口の一次蓋（二重蓋構造）の取り外し
に単独で向かった被災者が、二次蓋まで開放し、上半身を点検口に差し入れた姿
勢でコンベヤーに巻き込まれた状態で発見され、死亡が確認されたもの。

運送のため４トントラックに乗車し一般道を走行中、交差点で誤って反対車線に進
入してしまったことから、車両をＵターンさせて車線変更をしようとしたところ、後方
から直進してきたトレーラーと接触、車両４台が絡む交通事故となったもの。

鋳型製造機の型を交換した後、型が適正に設置されているかを確認するため、同
機械の下型を上昇させた状態で、機械の前面から下型の底部をのぞき込んでいた
ところ、自重で下降してきた下型の底部と機械の隙間に頭頚部等をはさまれたも
の。

鉄道の線路上に設置された電線を支持するビームの点検を行うため、移動はしご
を上がっていた際に、加圧中の電線に触れ、感電したもの。

令和 ５ 年　　死 亡 災 害 の 概 要

発　　　　生　　　　概　　　　要

2階建て住宅の屋根塗装工事のため、屋根上で作業を行っていた被災者が、足を
滑らせて一側足場のメッシュシートを突き破り、屋根端部から6メートル下方のコン
クリート地面に墜落したもの。

施設内の階段を掃除機で清掃する業務に従事していた労働者が、階段から転落
し、後頭部を強く打ったもの。

高さ35メートルの鉄塔の電線を張り替える作業現場において、鉄塔上での作業を
終え昇降設備を使用して地上に降りる最中に、高さ約22メートルから地上へ墜落し
たもの。

　　　　　※本資料は、県内等での同種災害の再発防止に資することを目的に作成しています。
　　　　　　 速報性を重視しているため、今後において加筆・修正を行う場合があります。


